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日
本
伝
統
文
化
学
科
（D

epartm
ent of Japanese T

radition and Culture

）
非
常
勤
講
師

　
　
は
じ
め
に

　

日
本
伝
統
文
化
学
科
の
演
習
科
目
は
、
夏
休
み
を
中
心
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
し
、
教
室
内
だ
け
で
は
修
得
で
き
な
い
体
験
と
実
地
調
査
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。
私
が
担
当
す
る
演
習
（
日
本
美
術
史
Ⅱ
）
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度

は
、
五
月
に
東
京
国
立
博
物
館
で
「
ブ
ッ
ダ
」
展
を
、
夏
に
東
京
国
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た
「
空
海
と
密
教
美
術
」
展
と
同
時
開
催
の
特
集
展
示
「
運
慶
周
辺
の

仏
像
」
を
見
学
し
た
。
ま
ず
前
期
は
、
仏
像
が
生
れ
る
ま
で
を
授
業
形
式
で
学
び
、

「
ブ
ッ
ダ
」
展
を
見
学
し
、
実
物
を
見
な
が
ら
再
確
認
を
し
た
。
そ
の
後
、
密
教

美
術
を
中
心
と
し
て
、
学
生
が
調
査
し
、
報
告
を
す
る
形
式
で
演
習
を
進
め
た
。

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
実
際
に
見
る
経
験
が
な
か
っ
た
学
生
に
は
、
「
空
海
と
密
教

美
術
」
展
で
実
見
す
る
こ
と
に
よ
る
収
穫
は
予
想
以
上
に
大
き
か
っ
た
。

　

今
年
度
は
と
く
に
十
一
月
二
十
日
（
日
）
、
定
例
の
夏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
他
に
、
千
葉
県
夷
隅
郡
大
多
喜
町
の
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大
多
喜
城
分
館
で

開
催
中
だ
っ
た
「
中
房
総
の
古
社
寺
」
と
い
う
企
画
展
の
見
学
を
企
画
し
、
大
多

喜
町
に
あ
る
仏
像
を
拝
観
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
小
稿
で
は
、
見
学
会
に
よ
っ

て
、
直
接
仏
像
を
守
り
伝
え
て
き
た
人
々
か
ら
、
机
上
と
は
異
な
る
も
の
の
見
方

を
学
べ
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

　
　
一
、
見
学
に
行
く
ま
で

　

夏
の
見
学
会
を
経
て
、
後
期
は
時
代
を
追
っ
て
仏
像
に
つ
い
て
調
べ
、
文
献
史

料
と
写
真
（
図
版
）
資
料
に
よ
っ
て
考
察
を
重
ね
た
。
学
生
は
各
自
担
当
箇
所
を

調
べ
、
史
料
と
図
版
を
集
め
て
授
業
時
間
内
に
報
告
を
す
る
。
そ
の
過
程
で
、
写

真
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
も
ど
か
し
い
思
い
を
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
、
同
時
代
の
房
総
地
域
の
仏
像
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
も
出
て
き
た
。
実
見
す
る
こ
と
の
価
値
を
知
っ
た
学
生
の
中
に
は
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
古
い
仏
像
が
あ
る
と
、
千
葉
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を
見
て
報

告
す
る
者
も
あ
っ
た
。

　

折
し
も
十
月
二
十
八
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大
多

喜
城
分
館
で
、
企
画
展
「
中
房
総
の
古
社
寺
」
を
開
催
中
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
企
画
展
を
見
学
し
、
周
辺
の
仏
像
を
拝
観
す
る
こ
と
に
し
て
、
全
員
の
都
合

夷
隅
郡
大
多
喜
の
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
、
馬
頭
観
音
菩
薩
立
像
の
見
学

　
　
　
　

―
―
学
生
と
と
も
に
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
―
―

＊
金 

丸　

和 

子
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ボ
ル
的
存
在
で

あ
る
。
常
設
展

示
も
城
下
町
大

多
喜
ら
し
く
、

「
房
総
の
城
と

城
下
町
」
を

テ
ー
マ
に
し
て

い
る
。

　

今
回
は
「
中

房
総
の
古
社

寺
」
と
い
う
企

画
展
を
中
心
に

見
学
し
た
。

「
中
房
総
」
と

は
、
房
総
半
島

の
ほ
ぼ
中
央
部

に
位
置
す
る
自

治
体
が
連
携
し
て
、
観
光
の
推
進
な
ど
を
す
る
た
め
の
区
分
だ
そ
う
で
、
こ
の
企

画
展
で
は
、
市
原
、
長
生
、
夷
隅
地
域
の
古
社
寺
を
扱
っ
て
い
る（
２
）。
房
総
半
島
の

中
央
を
東
京
湾
か
ら
太
平
洋
ま
で
横
断
す
る
地
域
で
あ
る
。
市
原
市
に
は
上
総
国

分
寺
跡
（
現
医
王
山
清
浄
院
国
分
寺
）
が
あ
り
、
仏
教
的
に
は
そ
の
あ
た
り
が
古

代
に
お
け
る
中
心
だ
っ
た
。

　

房
総
地
域
の
仏
像
に
つ
い
て
は
、
概
ね
中
央
と
変
わ
ら
な
い
と
さ
れ
る
が
、
房

総
地
域
に
特
色
あ
る
作
例
も
少
な
く
な
い（
３
）。
例
え
ば
、
四
臂
十
一
面
観
音
像
の
作

例
が
多
い
、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
が
集
中
的
に
造
像
さ
れ
た
、
な
ど
今
回
の
企
画
展

を
聞
き
日
程
を
十
一
月
二
十
日
（
日
）
と
決
め
た
。
周
辺
の
徒
歩
圏
の
寺
院
を
検

討
し
、
紺
屋
地
区
の
観
音
寺
の
馬
頭
観
音
立
像
と
大
山
祇
神
社
所
蔵
の
虚
空
蔵
菩

薩
坐
像
を
同
じ
日
に
拝
観
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
両
像
と
も
に
単
独

像
と
し
て
祀
ら
れ
る
例
は
多
く
な
く
、
房
総
地
域
の
特
色
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
知
れ
な
い
重
要
な
作
例
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
学
生
と
と
も
に
見
学
の
行
程
を
考
え
た
。
一
日
で
廻
れ
る
か
ど
う
か
を

知
る
た
め
、
地
図
に
よ
り
位
置
を
確
認
。
何
と
か
三
ヶ
所
を
廻
る
こ
と
が
で
き
そ

う
だ
と
判
断
し
た
。
次
に
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
を
起
点
と
し
て
い
す
み
鉄
道
大
多
喜
駅
ま

で
の
鉄
道
の
時
刻
を
調
べ
て
決
定
し
、
全
員
に
周
知
し
た
。

　

仏
像
は
非
公
開
で
あ
る
と
わ
か
り
、
学
生
と
相
談
の
後
、
大
多
喜
町
に
お
伺
い

し
、
お
願
い
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
本
来
は
学
生
が
す
る
べ
き
拝
観
の
依
頼

だ
が
、
今
回
は
ま
だ
不
慣
れ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
私
が
行
っ
た
。
大
多
喜
町
の
図
書

館
に
ご
勤
務
の
文
化
財
担
当
渡
鍋
氏
に
お
世
話
に
な
り
、
行
程
に
関
す
る
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ス
も
い
た
だ
い
た
。
大
多
喜
町
の
皆
さ
ま
の
御
好
意
と
ご
親
切
は
非
常
に

有
り
難
く
、
そ
の
お
気
持
は
学
生
に
も
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　

前
日
は
悪
天
候
だ
っ
た
の
で
、
心
配
の
お
電
話
を
い
た
だ
い
た
。
当
日
も
大
多

喜
駅
に
泉
水
地
区
の
方
に
お
出
迎
え
い
た
だ
き
、
大
多
喜
町
の
方
々
に
は
大
変
親

切
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
二
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大
多
喜
城
分
館

　

い
す
み
鉄
道
大
多
喜
駅
に
集
合
し
、
大
多
喜
城
の
本
丸
跡
に
建
て
ら
れ
た
千
葉

県
立
中
央
博
物
館
大
多
喜
城
分
館
を
目
指
し
た
。
近
世
の
大
多
喜
城
は
「
高
台
に

あ
っ
て
濠
に
囲
ま
れ
て
い
る（
１
）」
と
い
わ
れ
、
博
物
館
へ
の
道
の
途
上
で
現
在
も
濠

跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
建
物
も
城
郭
を
模
し
て
造
ら
れ
、
大
多
喜
町
の
シ
ン

千葉県立中央博物館大多喜城分館
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左
手
は
刀
印
を
結
び
通
肩
の
衣
を
着
る
典
型
的
な
善
光
寺
式
阿
弥
陀
で
あ
る
。
一

光
三
尊
形
式
の
大
光
背
と
両
脇
侍
は
失
わ
れ
て
い
る
。
波
打
つ
髪
際
、
張
っ
た
頬
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
体
躯
、
一
部
鋭
角
に
変
化
を
つ
け
た
衣
文
な
ど
、
建
長
六
年

（
一
二
五
四
）
銘
の
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
像
（
栃
木
県

那
須
伝
来
）
と
似
て
い
る
。
大
き
さ
も
中
尊
四
十
七
セ
ン
チ
前
後
と
近
い
。

　

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
は
、
信
濃
善
光
寺
の
本
尊
と
同
じ
霊
験
を
持
つ
模
刻

像
が
十
三
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
全
国
で
造
像
さ
れ
、
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
い
す
み
市
行
元
寺
の
銅
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
も
通
肩
に
衣
を
着
て
、

左
手
を
刀
印
に
す
る
典
型
的
な
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
像
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、

肉
髻
が
丸
く
高
く
、
手
が
小
さ
く
、
多
少
全
体
が
細
身
に
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
鎌
倉
円
覚
寺
の
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊
像
と
近

く
、
香
取
の
修
徳
院
、
正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）
銘
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
像
と

も
近
く
、
制
作
年
代
も
十
三
世
紀
後
半
に
推
定
で
き
る
。
市
原
の
像
と
は
作
者
の

系
列
が
異
な
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
ど
ち
ら
も
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
房
総
に
お
い

て
も
、
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
像
へ
の
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
材

料
と
な
る
。

　

「
中
房
総
」
と
括
る
こ
と
の
意
義
を
強
く
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
房
総

地
域
の
特
色
を
理
解
す
る
材
料
と
な
る
仏
像
が
地
域
ご
と
に
ま
と
め
て
、
わ
か
り

や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
　
三
、
大
多
喜
町
泉
水
地
区
大
山
祇
神
社
所
蔵
木
造
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像

　

午
後
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
仏
像
の
拝
観
で
あ
る
。
ま
ず
、
大
多
喜
城
の
北
に
位

置
す
る
大
山
祇
神
社
所
蔵
の
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
を
訪
ね
る
。
現
在
は
大
山
祇
神
社

の
所
有
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
泉
水
寺
と
い
う
大
寺
院
が
当
地
に
あ
り
、
そ
こ
に

で
確
認
で
き
た
特
徴
も
あ
る
。

　
　

ポ
ス
タ
ー
に
も
使
わ
れ
た
い
す
み
市
清
水
寺
の
奥
の
院
本
尊
木
造
十
一
面
観

音
立
像
は
、
四
臂
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
中
の
蘇
悉
地
院
の
十
一
面

観
音
の
形
で
あ
る
。
蘇
悉
地
院
の
十
一
面
観
音
は
坐
像
で
あ
り
、
清
水
寺
像
は
立

像
で
あ
る
が
、
四
臂
と
い
う
珍
し
い
形
が
共
通
し
て
い
る
。
房
総
地
域
で
は
他
に

も
千
倉
の
小
松
寺
の
坐
像
（
銅
造
鍍
金
）
、
一
宮
の
観
明
寺
の
立
像
（
木
造
・
弘

長
三
年
・
一
二
六
二
・
蓮
上
作
）
な
ど
が
あ
る
。
胎
蔵
界
曼
荼
羅
に
依
拠
す
る
密

教
的
な
図
像
と
い
え
る
。
い
す
み
市
清
水
寺
は
、
慈
覚
大
師
を
開
祖
と
す
る
と
伝

え
ら
れ
る
。
千
葉
県
内
に
は
慈
覚
大
師
ゆ
か
り
の
寺
院
が
五
十
三
ケ
寺
あ
り
、
全

国
的
に
見
て
も
天
台
密
教
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る（
４
）。

お
そ
ら
く
鎌
倉
時

代
に
入
っ
て
も
そ
の
傾
向
が
続
き
、
四
臂
十
一
面
観
音
像
造
像
は
そ
の
一
環
と
考

え
ら
れ
る
。
清
水
寺
像
が
素
地
仕
上
げ
で
檀
像
風
な
と
こ
ろ
は
、
密
教
的
な
伝
統

を
踏
襲
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
寄
木
造
り
で
玉
眼
入
り
、
変
化
に
富
ん
だ

写
実
的
な
衣
文
表
現
、
引
締
っ
た
理
知
的
な
表
情
な
ど
鎌
倉
時
代
彫
刻
の
特
徴
を

呈
し
て
い
る
。
今
回
は
展
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
宮
観
明
寺
像
も
同
じ
よ
う
な

つ
く
り
で
あ
り
、
よ
く
似
て
い
る
。
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
「
中
房
総
」

と
い
う
文
化
圏
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

市
原
市
の
銅
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
、
背
面
の
銘
文
か
ら
文
永
十
一
年

（
一
二
七
四
）
造
立
の
善
光
寺
式
阿
弥
陀
如
来
像
で
あ
る
と
わ
か
る
。
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
の
後
ろ
に
も
回
れ
、
背
面
が
見
え
る
よ
う
に
展
示
さ
れ
て
い
て
、
銘
文

も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
鎌
倉
時
代
の
金
銅
仏
に
よ
く
あ
る
よ
う
に
体
部
に
直
接

銘
文
を
刻
ん
で
あ
る
。
銘
文
に
よ
る
と
、
文
永
十
一
年
、
「
鎌
倉
新
大
仏
住
侶
寛

□
」
が
「
浄
光
上
人
」
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
造
っ
た
善
光
寺
如
来
で
あ
る
と
い

う
。
浄
光
上
人
は
鎌
倉
大
仏
の
勧
進
上
人
と
さ
れ
て
い
る（
５
）。
鎌
倉
大
仏
関
連
資
料

と
し
て
も
貴
重
な
仏
像
で
あ
る
。
右
手
は
壊
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
垂
下
す
る
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み
る
と
室
町
時
代
以
降
と
思
わ
れ
る
。

　

大
山
祇
神
社
は
、
神
仏
習
合
の
修
験
道
と
関
係
が
あ
り
、
神
社
に
仏
像
が
あ
る

ゆ
え
ん
と
思
わ
れ
る
。

　

著
色
、
は
ぎ
つ
け
等
全
体
的
に
痛
み
が
す
す
ん
で
い
た
が
、
昭
和
五
〇
年
に
修

理
が
行
わ
れ
、
旧
に
復
し
た
。
」

と
あ
り
、
相
当
の
違
い
が
あ
る
。

　

昭
和
六
十
一
年
に
書
か
れ
た
千
葉
県
教
育
委
員
会
と
夷
隅
郡
教
育
委
員
会
に
よ

る
堂
宇
前
の
説
明
板
で
は
、
ほ
ぼ
『
千
葉
県
の
文
化
財
』
と
同
様
な
記
述
だ
が
、

本
像
を
大
山
祇
神
社
の
本
地
仏
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
、
と
す
る
。

　

記
述
が
異
な
る
修
理
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
氏
子
の
方
々
に
伺
っ
た
が
、
「
昔
、

美
大
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
直
し
て
く
れ
た
」
と
し
か
分
か
ら
ず
、
今
回
は
正
確
な

と
こ
ろ
が
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
、
修
理
箇
所
な
ど
も
明
ら
か

に
し
た
い
。

　

制
作
年
代
は
、
変
化
を
つ
け
た
写
実
的
な
衣
文
の
表
現
か
ら
平
安
時
代
後
期
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
肩
に
か
か
る
衣
と
さ
れ
る
部
分
は
、
背
面
ま
で
よ
く
観
察
し

て
も
つ
な
が
り
が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
他
の
例
か
ら
見
て
、
本
来
両
肩
に
か

か
る
天
衣
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
、
天
衣
の
先
が
見
え
な
い
。
修
理
の
際
に
肩
に

か
か
る
部
分
だ
け
活
か
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
豊
満
な
が
ら
引
き
締
っ
て

理
知
的
な
表
情
は
、
鎌
倉
後
期
よ
り
さ
ら
に
下
が
る
時
代
が
想
定
で
き
そ
う
で
あ

る
。

　

右
手
は
後
補
だ
が
、
肘
、
手
首
の
角
度
か
ら
現
状
の
よ
う
な
与
願
印
で
あ
る
可

能
性
が
高
く
、
求
聞
持
系
の
虚
空
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。
『
虚
空
蔵
菩
薩
能
満
諸
願

最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
』
に
よ
る
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞
持
法
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
を

本
尊
と
し
て
、
一
定
の
作
法
に
則
っ
て
一
日
一
万
遍
、
百
日
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
真

言
を
唱
え
る
修
法
で
あ
る
。
満
願
の
暁
に
は
明
星
が
口
中
か
ら
入
り
、
い
っ
た
ん

祀
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ（
６
）、

現
在
は
、
泉
水
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
と
い
う
六
所
神
社

の
隣
の
堂
宇
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
六
所
神
社
の
本
殿
は
、
室
町
時
代
後
期
の
建
立

で
あ
る
。
実
際
に
は
、
泉
水
地
区
の
氏
子
の
皆
さ
ま
が
虚
空
蔵
菩
薩
像
を
管
理
な

さ
っ
て
い
る
。
当
日
は
、
氏
子
の
皆
さ
ま
の
お
世
話
で
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
像
に
つ
い
て
事
前
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
多
く
の
情
報
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
ま
ず
、
一
般
向
け
の
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
７
）に

は
、

「
大
山
祇
神
社　

所
在
地　

大
多
喜
町
泉
水

木
造
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
（
県
指
定
有
形
文
化
財
）

こ
の
像
は
高
さ
一
五
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
寄
木
造
り
で
あ
る
。
虚
空
蔵
菩
薩
と

は
、
一
切
の
知
恵
と
功
徳
を
包
蔵
す
る
こ
と
虚
空
の
如
く
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

彫
法
は
極
め
て
古
く
、
雄
大
崇
高
の
相
を
あ
ら
わ
し
、
全
体
の
印
象
か
ら
平
安
朝

後
期
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
宝
冠
、
珱
珞
、
右
手
な
ど
は
後
に
補
っ
た
も
の
で
あ

り
、
昭
和
四
六
年
に
は
全
面
的
な
解
体
修
理
が
行
わ
れ
た
。
大
山
祇
神
社
境
内
に

こ
の
堂
が
あ
る
の
は
、
神
仏
習
合
の
歴
史
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
」

と
、
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
千
葉
県
の
文
化
財（
８
）』

で
は
、

「
像
高
一
・
五
二
メ
ー
ト
ル
、
カ
ヤ
材
の
寄
木
造
の
木
造
で
あ
る
。
虚
空
蔵
菩
薩

は
、
知
慧
と
功
徳
を
無
限
に
備
え
念
ず
る
と
す
ば
ら
し
く
頭
が
良
く
な
る
と
い
わ

れ
奈
良
・
平
安
時
代
よ
り
か
な
り
多
く
の
像
が
作
ら
れ
、
手
に
宝
珠
を
も
つ
半
跏

像
が
古
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
時
代
以
降
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
一
般
的
な
坐

像
、
立
像
に
変
わ
っ
て
く
る
。

　

右
手
に
剣
を
も
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の
像
は
右
手
の
指
を
開
い

た
ま
ゝ
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
後
世
の
は
ぎ
つ
け
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

製
作
年
代
は
、
顔
、
左
右
の
両
肩
を
お
お
う
衣
、
両
膝
の
衣
の
ひ
だ
な
ど
か
ら
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跡
を
残
す
鉈
彫
仕
上
げ
が
特
徴
で
あ
る
。
宝
珠
を
捧
げ
る
蓮
華
は
花
だ
け
で
茎
を

伴
わ
な
い
こ
と
、
条
帛
は
着
け
ず
、
通
肩
の
衣
に
偏
衫
を
着
け
る
こ
と
が
大
山
祇

神
社
の
像
と
は
異
な
る
。
求
聞
持
系
で
は
な
い
福
徳
を
求
め
る
修
法
の
本
尊
と
見

ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
君
津
円
盛
院
の
立
像
は
、
像
高
八
七
・
四
セ
ン
チ
、
寄
木
造
り
で

玉
眼
嵌
入
、
檀
色
仕
上
げ
に
し
て
頭
髪
は
群
青
、
眉
、
髭
な
ど
は
墨
、
唇
は
朱
を

塗
る
。
胎
内
文
書
か
ら
応
仁
三
年
（
一
四
六
九
）
造
立
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
鎌

倉
時
代
後
期
の
作
と
見
る
人
も
い
る（

（（
（

。
そ
の
他
に
も
、
い
す
み
市
般
若
寺
に
立
像
、

君
津
市
岩
田
寺
に
立
像
が
あ
り
、
南
北
朝
時
代
ご
ろ
の
制
作
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

求
聞
持
法
は
空
海
が
修
し
た
こ
と
で
名
高
い
が
、
鎌
倉
仏
教
の
栄
西
や
日
蓮
も

修
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
像
は
日
蓮
と
は
直
接
関
わ
り
は
な
い
が
、
岩

田
寺
の
像
は
、
清
澄
寺
が
里
見
義
康
に
よ
り
打
ち
壊
さ
れ
た
際
、
脱
出
し
た
院
主

が
岩
田
寺
に
移
座
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る（

（（
（

。
房
総
の
清
澄
山
で
日
蓮
は
求
聞
持

法
を
修
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
も
清
澄
山
に
は
虚
空
蔵
菩
薩
像
数
体
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
房
総
地
域
に
も
虚
空
蔵
信
仰
が
定
着
し
て
い
っ
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

　

虚
空
蔵
菩
薩
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
は
十
三
仏
信
仰
の
最
終
仏
と

さ
れ
た
。
初
七
日
か
ら
三
十
三
回
忌
ま
で
の
十
三
回
の
供
養
の
本
尊
を
定
め
た
考

え
方
で
、
そ
の
仏
菩
薩
が
浄
土
へ
の
導
者
と
な
る
。
民
間
信
仰
の
中
に
根
強
く
広

が
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
、
虚
空
蔵
菩
薩
が
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

中
世
以
降
民
間
信
仰
の
中
で
、
虚
空
蔵
信
仰
は
発
展
し
、
た
と
え
ば
十
三
参
り

な
ど
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
縁
日
が
十
三
日
で
あ
り
、
十
三
回
の
追
善
供
養
の
最
終

仏
で
あ
る
と
い
う
十
三
と
い
う
数
か
ら
、
十
三
歳
に
な
っ
た
子
供
が
三
月
十
三
日

に
虚
空
蔵
菩
薩
に
知
恵
と
福
徳
と
い
う
虚
空
蔵
菩
薩
の
利
益
を
も
ら
う
た
め
に
参

詣
す
る
。
今
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
地
域
も
あ
る
行
事
で
あ
る（

（（
（

。
大
多
喜
の
虚
空

蔵
菩
薩
に
も
十
三
参
り
を
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
、
氏
子
の
方
の
お
話
も
伺
っ

た
。

見
聞
覚
知
し
た
も
の
は
決
し
て
忘
れ
な
い
と
い
う
求
聞
持
の
知
恵
が
授
か
る
と
い

う
。
こ
の
本
尊
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
宝
花
上
に
坐
し
、
五
仏
冠
を
戴
き
、
左

手
に
宝
珠
を
の
せ
た
蓮
華
枝
、
右
手
は
与
願
印
で
あ
る（
９
）。

　

中
世
以
降
求
聞
持
系
の
虚
空
蔵
菩
薩
の
画
像
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
彫
像
も

少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
求
聞
持
法
が
深
山
幽
谷
で
修
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
た
の
で
（
経
典
で
は
、
空
閑
静
処
、
浄
室
、
塔
廟
、
山
頂
、
樹
下
）
、
山
岳
修

験
と
結
び
つ
き
、
発
展
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
奥
美
濃
地
域
に
と
く
に
鎌
倉
か
ら

室
町
時
代
の
剣
を
持
つ
虚
空
蔵
菩
薩
像
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
白
山

信
仰
と
の
関
わ
り
も
想
像
で
き
る
。

　

房
総
地
域
で
は
、
大
山
祇
神
社
以
外
に
も
虚
空
蔵
菩
薩
像
が
富
津
市
岩
坂
地
区

に
木
造
坐
像
、
君
津
市
蔵
玉
の
円
盛
院
に
木
造
立
像
が
あ
る
。
富
津
市
の
坐
像
は
、

像
高
六
九
・
五
セ
ン
チ
の
一
木
造
り
素
地
仕
上
げ
の
像
で
あ
る
。
一
部
に
ノ
ミ
の 木造虚空蔵菩薩坐像（大山祇神社）
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臂
に
造
ら
れ
、
技
法
も
入
念
で
一
流
の
仏
師
の
作
と
思
わ
れ
る
。

尊
容
、
ひ
だ
、
全
体
の
調
子
な
ど
か
ら
し
て
鎌
倉
時
代
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
六

臂
の
う
ち
欠
け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
宝
冠
、
珱
珞
お
よ
び
台
座
、
光
背
は
後
補
で

あ
る
。

な
お
、
ビ
シ
ュ
ヌ
神
の
化
身
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
、
馬
頭
金
剛
明
王
は
異
名
で
あ

る
。
」

と
あ
る
。

　

『
千
葉
県
の
文
化
財（

（（
（

』
に
は
、

「
像
高
八
九
セ
ン
チ
、
サ
ク
ラ
材
の
一
木
造
で
あ
る
。
馬
頭
観
音
に
は
、
一
面
二

臂
、
三
面
二
臂
、
三
面
六
臂
、
三
面
八
臂
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
こ
の
像
は

三
面
六
臂
の
立
像
で
、
右
の
垂
下
し
た
一
臂
を
欠
い
て
い
る
。

　

本
像
は
、
全
体
に
、
お
だ
や
か
な
造
り
で
、
膝
前
の
二
段
に
か
か
る
天
衣
や
裳

の
ひ
だ
も
静
か
な
動
き
で
、
や
や
迫
力
に
欠
け
る
が
藤
原
様
式
を
受
け
た
鎌
倉
時

代
後
半
の
製
作
と
推
定
さ
れ
る
。
宝
冠
、
胸
飾
、
長
く
さ
が
る
瓔
珞
、
持
物
、
台

座
は
す
べ
て
後
補
で
あ
る
。

　

馬
頭
観
音
の
古
例
は
全
国
的
に
み
て
も
少
な
く
、
京
都
浄
瑠
璃
寺
、
福
岡
観
世

音
寺
の
も
の
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
県
で
は
最
古
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
」

と
あ
り
、
虚
空
蔵
坐
像
の
場
合
と
比
較
す
る
と
両
者
に
大
き
な
相
違
は
な
い
。
木

が
ヒ
ノ
キ
か
サ
ク
ラ
か
と
分
か
れ
る
が
、
保
存
修
理
が
行
わ
れ
た
平
成
六
年
よ
り

後
の
「
房
総
の
神
と
仏
」
展
の
図
録（

（（
（

で
は
、
サ
ク
ラ
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

ち
ら
に
従
い
た
い
。
『
千
葉
県
の
文
化
財
』
で
は
右
の
垂
下
し
た
一
臂
を
欠
く
と

あ
る
が
、
そ
の
後
、
平
成
六
年
の
修
理
時
に
補
わ
れ
た
。

　

扉
を
開
け
て
待
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
堂
内
に
入
る
と
様
々
な
奉

納
品
、
供
物
が
捧
げ
ら
れ
、
現
在
も
人
々
か
ら
篤
い
信
仰
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と

　

氏
子
の
方
の
お
話
で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
鰻
の
禁
忌
で
あ
る
。
鰻
は
虚
空
蔵

菩
薩
の
使
令
と
言
わ
れ
、
虚
空
蔵
菩
薩
を
信
仰
す
る
地
域
で
は
鰻
を
食
べ
な
い
と

い
う
習
慣
が
あ
る（

（（
（

。
氏
子
の
方
に
尋
ね
て
み
る
と
、
大
多
喜
泉
水
地
区
で
は
鰻
を

食
べ
な
い
と
い
う
。
十
三
日
の
縁
日
や
放
生
会
、
願
を
掛
け
て
叶
っ
た
時
に
は
、

裏
手
に
あ
る
放
生
池
（
灌
漑
用
水
と
し
て
使
用
）
に
鰻
を
放
つ
そ
う
だ
。
信
仰
が

生
き
続
け
て
い
る
の
だ
。
寺
そ
の
も
の
は
失
わ
れ
た
が
、
篤
志
家
に
よ
っ
て
現
在

の
虚
空
蔵
堂
が
建
て
ら
れ
、
仏
像
が
修
理
さ
れ
た
。
か
つ
て
は
縁
日
に
は
旅
芸
人

の
一
座
も
来
る
な
ど
た
い
そ
う
賑
わ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
地
区
の
人
々
の
心
に
よ

り
、
現
在
ま
で
守
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
四
、
大
多
喜
町
紺
屋
地
区
木
造
馬
頭
観
音
立
像

　

泉
水
を
後
に
次
の
目
的
地
紺
屋
地
区
に
移
動
す
る
。
ご
親
切
に
も
泉
水
地
区
の

方
が
車
で
送
る
と
言
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
、
お
言
葉
に
甘
え
る
こ
と
に
し
た
。
徒

歩
三
十
分
ほ
ど
を
予
定
し
て
い
た
が
、
十
分
足
ら
ず
で
到
着
し
た
。
「
三
箇
蔵

山
」
と
い
う
扁
額
を
付
け
た
小
堂
と
観
音
寺
寺
務
所
の
表
札
の
あ
る
建
物
の
前
の

広
場
で
、
紺
屋
区
長
は
じ
め
世
話
人
の
方
々
が
待
っ
て
い
て
下
さ
っ
た
。
堂
の
裏

手
は
、
大
多
喜
自
動
車
教
習
所
で
あ
る（

（（
（

。

　

泉
水
の
虚
空
蔵
菩
薩
像
と
同
様
に
、
千
葉
県
の
案
内
を
引
用
す
る
。
千
葉
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

（（
（

に
は
、

「
観
音
寺　
　

所
在
地　

大
多
喜
町
紺
屋
八
四

木
造
馬
頭
観
世
音
菩
薩
立
像
（
県
指
定
有
形
文
化
財
）

馬
頭
観
世
音
菩
薩
は
、
頭
上
に
馬
頭
を
い
た
だ
き
、
魔
障
や
悪
心
な
ど
を
馬
口
の

よ
う
に
食
い
つ
く
し
て
衆
生
を
救
済
す
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。

こ
の
像
は
、
高
さ
八
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
桧
の
一
本
造
り
で
あ
る
。
三
面
六
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の
と
比
べ
、
紺
屋
地
区
の
像
は
穏
や
か
な
瞋
怒
の
表
情
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
平

安
時
代
後
期
ご
ろ
の
制
作
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

馬
頭
観
音
は
、
一
面
、
三
面
、
四
面
の
も
の
、
手
の
数
は
二
臂
、
四
臂
、
八
臂

が
図
像
と
し
て
伝
わ
る
。
頭
上
に
馬
頭
を
戴
き
、
忿
怒
相
。
中
央
手
は
馬
口
印
を

結
び
、
宝
棒
、
蓮
華
、
法
輪
、
念
珠
、
鉞
斧
な
ど
を
も
つ
。
坐
像
、
立
像
と
も
に

あ
る
。
馬
が
濁
水
を
飲
み
尽
し
、
雑
草
を
食
い
尽
す
よ
う
に
諸
々
の
魔
障
を
滅
す

る
と
い
う（

（（
（

。
観
音
の
中
で
は
、
性
格
的
に
激
し
く
強
く
、
特
殊
な
形
で
あ
る
。

　

三
面
六
臂
の
像
の
典
拠
は
な
い
が
、
石
川
豊
財
院
の
立
像
、
京
都
大
報
恩
寺
の

六
観
音
中
の
立
像
な
ど
作
例
は
少
な
く
な
い
。
紺
屋
地
区
の
像
は
三
面
六
臂
で
、

三
目
。
豊
財
院
の
像
と
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
体
躯
や
浅
い
衣
文
の
表
現
に
共
通
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
豊
財
院
像
は
、
各
面
と
も
に
二
目
で
、
内
刳
り
が
あ
る
な
ど

必
ず
し
も
似
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
の
大
報
恩
寺
の
像
よ
り
近
い

感
覚
が
あ
る
。

　

古
代
に
は
馬
頭
観
音
像
は
造
像
例
が
少
な
く
、
平
安
時
代
に
は
六
観
音
の
ひ
と

つ
と
し
て
の
信
仰
が
中
心
だ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
は
単
独
像
も
増
え
て
く
る
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
非
常
に
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
庶
民
の
馬
へ
の

信
仰
、
家
畜
へ
の
思
い
、
農
耕
の
守
り
神
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

と
言
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
盛
ん
な
民
間
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
虚
空
蔵
菩
薩

と
同
様
で
あ
り
、
仏
教
の
尊
格
が
庶
民
の
間
で
生
活
に
密
着
し
た
親
し
み
の
あ
る

日
常
的
な
信
仰
の
対
象
と
な
り
、
盛
ん
に
造
像
さ
れ
、
信
仰
を
集
め
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

紺
屋
地
区
観
音
寺
の
馬
頭
観
音
に
は
、
『
上
総
国
大
滝
馬
頭
観
音
霊
験
記
』
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
人
々
の
篤
い
信
仰
が
伺
え
る
の
で
、
こ
こ
に
概
略
を
紹
介
す
る
。

現
在
流
布
し
て
い
る
コ
ピ
ー
本
は
、
平
成
元
年
に
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵

本
を
も
と
に
、
大
多
喜
町
文
化
財
審
議
会
委
員
が
書
写
し
、
註
と
ふ
り
仮
名
を
付

わ
か
る
。
厨
子
に
入
っ
て
い
る
の
で
詳
細
な
観
察
は
難
し
い
が
、
頭
部
が
小
さ
く
、

す
ら
り
と
し
た
姿
に
見
え
、
体
躯
だ
け
見
る
と
奈
良
時
代
の
大
安
寺
の
木
造
馬
頭

観
音
立
像
の
よ
う
に
と
く
に
お
腹
の
辺
り
が
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
大

安
寺
像
と
比
べ
る
と
肉
付
け
も
穏
や
か
で
腰
の
張
り
も
小
さ
く
、
大
き
く
異
な
る

こ
と
は
明
白
な
の
だ
が
、
体
躯
の
丸
さ
が
印
象
的
な
の
で
大
安
寺
像
を
髣
髴
と
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
と
み
る
場
合
が
多
い
よ
う
だ
が
、
「
房
総

の
神
と
仏
」
展
の
図
録
で
は
平
安
時
代
後
期
と
し
て
い
る
。
間
近
に
見
て
も
、
な

で
肩
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
体
躯
、
流
れ
る
よ
う
に
彫
ら
れ
た
浅
め
の
衣
文
表
現
な

ど
に
、
平
安
時
代
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
木
造
り
で
内
刳
り
を
し
な

い
と
い
う
木
の
持
ち
味
を
活
か
そ
う
と
し
た
構
造
は
古
様
だ
が
、
表
現
と
し
て
は

穏
や
か
な
和
様
を
呈
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
馬
頭
観
音
像
の
多
く
が
、
例
え
ば

福
井
中
山
寺
の
馬
頭
観
音
坐
像
の
よ
う
に
、
現
実
的
な
忿
怒
の
相
で
表
わ
さ
れ
る木造馬頭観音立像（観音寺）
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し
た
も
の
で
あ
る
。
有
り
難
く
も
観
音
寺
の
お
世
話
役
の
方
か
ら
コ
ピ
ー
本
を
い

た
だ
き
、
拝
読
し
た
の
で
あ
る
。

　

原
本
は
、
観
音
寺
中
興
の
法
印
寛
能
が
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
記
し
た

『
馬
頭
観
音
畧
縁
起
』
と
『
畧
霊
験
記
』
の
二
部
構
成
で
あ
る
。

　

『
畧
縁
起
』
に
は
、
鎌
倉
将
軍
頼
経
が
大
多
喜
城
再
興
の
際
三
棟
の
宝
蔵
を
建

て
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
馬
頭
観
音
像
が
現
出
し
た
の
で
、
そ
こ
に
一
堂
を
建
て

安
置
し
た
。
三
箇
蔵
山
と
言
う
名
称
は
こ
こ
に
由
来
す
る
。
寺
は
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）
の
大
地
震
で
大
破
し
た
。
そ
の
復
興
は
困
難
を
極
め
、
そ
の
た
め

と
う
と
う
本
所
回
向
院
で
の
出
開
帳
を
し
た
。
最
後
に
紺
紙
金
泥
大
般
若
経
六
百

巻
書
写
の
願
の
詳
細
を
記
す
。
現
在
観
音
寺
に
あ
る
享
保
本
の
紺
紙
金
泥
大
般
若

経
六
百
巻
は
、
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
毎
年
の
転
読
に
用
い
た
で
あ
ろ
う
が
、

大
変
美
し
く
傷
み
も
な
く
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

『
畧
霊
験
記
』
は
、
当
時
の
馬
頭
観
音
へ
の
信
仰
の
形
が
顕
れ
て
い
る
。

一
、
房
州
天
津
村
に
て
六
と
い
う
者
の
霊
願
の
事

　

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
房
州
長
狭
郡
天
津
村
（
現
在
の
鴨
川
市
天
津
）
宝

泉
寺
で
開
帳
を
し
た
時
の
こ
と
。
十
七
歳
の
六
と
い
う
漁
師
の
息
子
が
、
四
年
前

か
ら
病
気
に
な
り
、
手
を
尽
し
た
が
治
ら
ず
、
下
半
身
に
力
が
な
く
な
り
、
歩
く

こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
父
親
が
亡
く
な
り
母
親
ひ
と
り
に
養
わ
れ
て
い
た
。

本
尊
の
前
に
母
親
に
背
負
わ
れ
て
や
っ
て
来
て
、
七
日
間
昼
夜
を
通
し
て
の
断
食

の
行
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
六
日
目
の
午
後
二
時
頃
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。

二
、
子
を
持
な
い
女
が
願
を
懸
け
て
子
を
持
て
た
利
勝
の
事

　

長
狭
郡
横
渚
村
（
現
在
の
鴨
川
市
横
渚
）
観
音
寺
で
開
帳
の
時
、
三
十
歳
ぐ
ら

い
の
女
性
が
二
人
、
子
を
授
か
り
た
く
、
昼
夜
を
問
わ
ず
熱
心
に
拝
ん
で
い
た
の

で
、
当
本
尊
を
一
心
に
礼
拝
恭
敬
す
る
よ
う
教
え
た
と
こ
ろ
、
二
人
と
も
子
を
授

か
っ
た
。
添
え
ら
れ
て
い
る
絵
で
は
、
礼
拝
す
る
馬
頭
観
音
像
は
立
像
だ
が
、
馬

頭
観
音
が
影
向
す
る
姿
は
坐
っ
た
姿
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

三
、�

疫
病
を
煩
い
目
、
耳
が
不
自
由
と
な
り
手
も
足
も
動
か
な
く
な
っ
た
女
の
霊

験
の
事

　

府
中
近
在
海
老
敷
村
（
現
在
の
南
房
総
市
海
老
敷
）
の
清
右
衛
門
の
二
十
二
歳

の
娘
寅
が
近
く
の
村
に
四
年
前
に
嫁
入
り
し
、
夫
婦
睦
ま
じ
く
繁
昌
し
て
い
た
が
、

疫
病
に
罹
っ
て
し
ま
っ
た
。
必
死
の
看
病
に
も
拘
わ
ら
ず
、
病
は
癒
え
た
が
目
も

耳
も
不
自
由
と
な
り
、
立
ち
居
歩
行
も
自
由
に
で
き
ず
、
言
葉
も
ま
ま
な
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
離
縁
さ
れ
里
に
帰
っ
た
。
船
形
村
（
現
在
の
館
山
市
船
形
）

大
福
寺
で
開
帳
の
折
り
、
本
尊
の
前
に
背
負
わ
れ
て
来
た
が
、
拝
む
こ
と
も
も
の

を
言
う
こ
と
も
、
真
言
を
唱
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
本
尊
に
向
か

い
観
念
し
て
い
た
。
こ
の
ま
ま
信
心
し
て
い
れ
ば
諸
願
が
成
就
す
る
と
教
え
ら
れ

た
。
次
の
開
帳
の
地
、
岩
井
村
（
現
在
の
南
房
総
市
岩
井
）
蓮
台
寺
で
は
、
病
難

の
あ
り
さ
ま
を
語
る
こ
と
が
で
き
、
立
ち
居
歩
行
も
自
由
に
な
っ
た
。
次
の
上
堀

村
（
現
在
の
南
房
総
市
上
堀
）
勧
修
院
で
は
本
快
し
、
次
の
平
九
里
村
（
現
在
の

南
房
総
市
富
山
平
九
里
）
へ
の
道
中
の
途
中
ま
で
見
送
っ
た
。

四
、
死
ん
だ
馬
が
蘇
生
し
た
利
勝
の
事

　

上
堀
村
勧
修
院
で
開
帳
の
時
に
府
中
村
（
現
在
の
南
房
総
市
府
中
）
の
安
田
五

郎
兵
衛
と
言
う
人
が
参
詣
に
来
て
話
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
近
く
の
本
折
村

（
現
在
の
南
房
総
市
府
中
に
隣
接
す
る
本
織
か
）
の
信
仰
篤
い
五
右
エ
門
に
本
尊

の
信
仰
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
。
五
右
エ
門
の
馬
が
病
を
得
て
苦
し
ん
だ
末
死
ん

で
し
ま
っ
た
。
い
つ
も
祈
っ
て
い
る
三
ケ
蔵
山
馬
頭
観
音
を
念
じ
た
と
こ
ろ
、
馬

が
起
き
上
が
っ
た
。
五
右
エ
門
は
感
謝
し
て
も
感
謝
し
き
れ
な
い
の
で
、
歩
け
る

間
は
毎
年
礼
参
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
馬
は
そ
の
後
よ
く
働
く
の
で
、
も
っ
た

い
な
く
思
い
、
府
中
村
の
角
右
ヱ
門
に
送
っ
た
。
角
右
ヱ
門
も
同
じ
よ
う
に
思
い

亀
原
村
の
徳
右
衛
門
に
送
っ
た
。
馬
は
蘇
生
後
十
年
生
き
た
。
五
右
エ
門
、
五
郎
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兵
衛
は
馬
頭
大
士
の
現

身
だ
と
亀
原
村
ま
で
行

き
、
ね
ん
ご
ろ
に
回
向

し
た
と
い
う
。
こ
の
場

面
の
影
向
す
る
馬
頭
観

音
は
立
ち
姿
で
あ
る
。

五
、�

篤
い
信
仰
の
徳
に

よ
っ
て
馬
の
横
難

を
の
が
れ
た
事

　

享
保
五
年
（
一
七
二 

〇
）
市
原
郡
か
ら
馬
を

牽
い
て
参
詣
に
来
た
も

の
が
語
っ
た
話
。
家
来

が
こ
の
馬
を
牽
い
て
馬

草
刈
り
に
出
掛
け
た
。

自
分
は
別
に
木
綿
畑
で

働
い
て
い
た
と
こ
ろ
、

居
眠
り
を
し
て
い
る
間

に
ご
本
尊
が
虚
空
に
現

れ
、
馬
が
横
難
に
あ
っ

た
が
い
つ
も
信
心
を
し

て
い
る
篤
信
を
思
い
急

難
を
救
っ
た
と
語
っ
た
。

家
に
帰
り
家
来
を
問
い

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
災

難
を
隠
し
て
い
た
が
、
夢
の
話
を
し
て
更
に
尋
ね
る
と
、
帰
り
道
に
馬
が
深
さ
六
、

七
丈
あ
る
谷
底
に
落
ち
た
。
驚
い
て
険
し
い
谷
へ
よ
う
や
く
下
り
て
み
る
と
馬
は

無
事
だ
っ
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
馬
頭
大
士
の
ご
加
護
で
あ
る
。

　

『
霊
験
記
』
で
は
他
に
も
あ
る
が
、
と
前
置
き
し
て
代
表
例
と
し
て
具
体
的
に

以
上
の
五
例
を
挙
げ
て
、
霊
験
を
説
明
し
て
い
る
。
人
の
病
気
平
癒
、
子
宝
に
恵

ま
れ
る
、
安
産
、
障
碍
を
除
く
、
ま
た
と
く
に
馬
な
ど
の
家
畜
の
病
気
や
災
難
を

問
い
除
き
、
あ
る
い
は
馬
の
毛
色
の
要
求
に
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
難
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
願
に
応
え
て
く
れ
る
と
い
い
、
利
勝
を
得
る
た
め
に
信
心
を
勧
め
て

い
る
。

　

こ
の
『
縁
起
、
霊
験
記
』
を
読
ん
で
感
じ
た
こ
と
は
、
『
縁
起
』
部
分

で
、
馬
頭
観
音
像
が
出
現
し
た
の
は
鎌
倉
時
代
将
軍
頼
経
（
在
位
一
二
二
六
〜

一
二
四
四
）
が
大
多
喜
の
城
を
再
興
し
終
っ
た
時
の
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
大
多
喜
城
の
歴
史
は
、
十
六
世
紀
以
前
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で

は
な
い
の
で
、
十
三
世
紀
の
大
多
喜
城
の
再
興
も
明
ら
か
な
こ
と
で
は
な
い
。
し

か
し
、
馬
頭
観
音
像
が
そ
の
こ
ろ
出
現
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
地
で
制
作
し
た

の
で
は
な
く
、
他
所
で
つ
く
ら
れ
運
ば
れ
て
来
た
、
あ
る
い
は
客
仏
だ
っ
た
こ
と

を
示
唆
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

『
縁
起
』
自
体
、
伝
説
的
な
部
分
が
多
く
事
実
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
こ
に
記

さ
れ
て
い
る
情
報
で
は
、
馬
頭
観
音
像
は
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
当
地
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
制
作
年
代
の
検
討
と
の
関
わ
り
は
難
問
で
あ
る
。

　

『
霊
験
記
』
を
読
む
と
、
周
辺
の
寺
院
で
馬
頭
観
音
像
の
御
開
帳
を
よ
く
し
て

い
る
。
霊
験
譚
を
聞
い
て
い
る
の
は
『
霊
験
記
』
執
筆
で
あ
る
法
印
寛
能
で
あ

る
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
地
震
で
伽
藍
が
大
破
し
て
後
、
宝
永
戊
子

（
一
七
〇
八
）
の
秋
か
ら
周
辺
の
地
を
巡
り
復
興
の
勧
進
に
努
め
た
。
そ
れ
で
よ

う
や
く
修
復
半
ば
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
は
本
所

『馬頭観音霊験記』コピー本
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註

⑴　

慶
長
十
四
年
（
一
五
九
〇
）
大
多
喜
を
訪
れ
た
ス
ペ
イ
ン
人
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
『
日
本
見
聞
録
』

に
記
し
た
。

⑵　

平
成
二
十
三
年
度
企
画
展
図
録
『
中
房
総
の
古
社
寺
』（
平
成
二
十
三
年
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

大
多
喜
城
分
館
）

⑶　

濱
名
徳
純「
中
世
房
総
の
仏
教
彫
刻
」（『
千
葉
県
の
歴
史　

通
史
編　

中
世
』（
平
成
十
九
年
・
千
葉
県
）

⑷　

拙
稿
「
正
覚
院
の
仏
像
を
め
ぐ
っ
て
」（『
村
田
一
男
先
生
古
稀
記
念
論
集　

八
千
代
の
歴
史
・
民
俗
・

文
化
』
二
〇
一
〇
）

　
　
「
円
仁
ゆ
か
り
の
寺
社
」（「
慈
覚
大
師
円
仁
と
そ
の
名
宝
」
展
図
録
、
二
〇
〇
七
・
栃
木
県
立
博
物
館
）

⑸　
「
房
総
の
神
と
仏
」
展
図
録
（
平
成
十
一
年
、
千
葉
市
美
術
館
）

⑹　
『
千
葉
県
の
歴
史
散
歩
』（
二
〇
〇
六
年
、
山
川
出
版
社
）

⑺　

http://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/　

県
政
情
報
・
夷
隅
事
務
所　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
六
日
更

新

⑻　

千
葉
県
文
化
財
保
護
協
会
、
平
成
二
年

⑼　
『
大
正
蔵
』
第
二
十
巻
一
一
四
五

　
　

泉
武
夫
『
日
本
の
美
術　

三
八
〇　

虚
空
蔵
菩
薩
像
』
二
九
〜
三
二
ペ
ー
ジ
（
一
九
九
八
年
、至
文
堂
）

⑽　

泉
武
夫
『
日
本
の
美
術　

三
八
〇
』
七
三
〜
七
四
ペ
ー
ジ

⑾　

福
徳
法
の
本
尊
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩
像
は
、
左
手
に
如
意
宝
珠
、
右
手
は
与
願
印
と
す
る
こ
と
が
多

い
。
泉
武
夫
『
日
本
の
美
術　

三
八
〇
』
四
三
ペ
ー
ジ

⑿　

註
３
に
同
じ

⒀　

註
３
に
同
じ

⒁　

註
３
に
同
じ　

三
五
一
ペ
ー
ジ

⒂　

佐
野
賢
治
『
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰
の
研
究　

日
本
的
仏
教
受
容
と
仏
教
民
俗
学
』（
平
成
八
年
、
吉
川

弘
文
館
）

⒃　

註
15
に
同
じ

⒄　

大
多
喜
自
動
車
教
習
所
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
も
と
は
観
音
寺
の
寺
域
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
寺
盛
が

衰
え
、
境
内
の
一
部
を
競
馬
場
に
し
た
と
い
う
。
競
馬
場
に
馬
頭
観
音
を
祀
る
例
は
よ
く
あ
る
が
、

馬
頭
観
音
の
と
こ
ろ
に
競
馬
場
を
造
る
逆
の
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
。
競
馬
場
の
場
所
に
現
在
自
動
車
学

校
が
あ
る
。

⒅　

註
７
に
同
じ

⒆　

註
８
に
同
じ

⒇　

註
５
に
同
じ

�　

井
上
一
稔
『
日
本
の
美
術　

三
一
二　

如
意
輪
観
音
像
・
馬
頭
観
音
像
』
五
四
〜
五
八
ペ
ー
ジ

（
一
九
九
二
年
、
至
文
堂
）

回
向
院
で
の
御
開
帳
、
大
般
若
経
の
書
写
等
を
行
い
、
復
興
を
成
就
し
よ
う
と
し

た
。
そ
の
た
め
の
『
霊
験
記
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
霊
験
譚
は
、
宝
永

五
年
（
一
七
〇
六
）
か
ら
の
出
開
帳
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
直
接
話
を
聞
き
、

集
め
ら
れ
た
話
で
あ
る
。
馬
頭
観
音
の
利
益
を
明
ら
か
に
し
て
、
勧
進
の
成
果
を

あ
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
馬
頭
観
音
に
江
戸
時
代
の
人
々
が
ど
の

よ
う
な
利
益
を
期
待
し
て
い
た
か
が
伝
わ
る
、
興
味
深
い
資
料
と
な
っ
た
。

　
　
お
わ
り
に

　

見
学
を
終
え
、
紺
屋
地
区
の
世
話
人
の
方
に
大
多
喜
駅
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
き
、

帰
途
に
つ
い
た
。

　

研
究
と
い
う
点
で
は
こ
の
見
学
は
ス
タ
ー
ト
地
点
に
過
ぎ
な
い
が
、
学
生
に

と
っ
て
は
、
机
上
で
は
わ
か
ら
な
い
実
物
に
触
れ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
実
地
調

査
の
重
要
性
を
認
識
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
今
回
だ
け
で
は
な
い
が
、

立
体
的
な
も
の
を
写
真
で
理
解
す
る
の
は
難
し
く
、
細
か
い
凹
凸
や
質
感
な
ど
は

実
際
に
目
で
見
な
い
こ
と
に
は
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
。

　

地
域
の
特
性
、
雰
囲
気
を
肌
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
収
穫
で
あ
る
。
展
覧

会
で
は
伝
わ
ら
な
い
、
仏
像
が
置
か
れ
て
い
る
場
を
体
験
で
き
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
場
合
は
と
く
に
、
生
活
に
密
着
し
た
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
虚

空
蔵
菩
薩
と
馬
頭
観
音
を
拝
観
し
た
。
文
化
財
と
し
て
守
り
伝
え
る
だ
け
で
は
な

い
、
地
域
の
方
々
の
仏
像
へ
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
大
多
喜
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
心
に
触
れ
た
の
は
嬉
し
く
、
感

謝
し
た
い
。
学
生
に
と
っ
て
も
美
術
史
だ
け
で
は
な
い
大
き
な
学
び
の
機
会
と

な
っ
た
。


